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社会福祉法人 高梁市社会福祉協議会／・高梁総合福祉センター内  ・電話（0866）22-7243

福祉
ふ く しふ あれ い

福祉車両の寄贈ありがとうございました

平成2５年度事業計画・予算について…2〜3㌻
新理事、監事、評議員へ委嘱状を交付等…4㌻
赤い羽根まちづくり福祉活動事業について…5㌻
給食サービス事業の紹介…6㌻
介護職員のおすすめレシピ等…7㌻
お知らせ…8〜9㌻
人事異動のお知らせ…10㌻
寄付…11〜12㌻

　３月 27 日、備北信用金庫　 理事長　柴倉清様から４台目となりま
す福祉車両の寄贈がありました。この車両は、身体に障害のある方
や高齢のため、バスやタクシー等の利用が困難な方々の外出や社会
参加の支援事業である福祉移送サービス事業で活用しています。



　平成 25 年度　事業計画・予算が決まりました
『みんなでつくる　いきいきと暮らせる愛のまち　たかはし』

～ささえあい・たすけあいのまちづくり～
　
平
成
25
年
３
月
25
日
、
理
事
会
及
び
評
議
員

会
を
開
催
し
、
平
成
25
年
度
の
事
業
計
画
、
一

般
会
計
予
算
・
特
別
会
計
予
算
な
ど
が
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
事
業
計
画
の
基
本
目
標
及
び
重
点

目
標
を
次
の
と
お
り
掲
げ
各
施
策
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

基　本　目　標 重　　点　　目　　標

１．地域で活躍でき
る人づくり

(1) 地域福祉を推進する人材の育成
(2) ボランティア活動の活性化
(3) 福祉関係団体の支援
(4) 生涯地域で活躍できる社会参加の支援

２．手と手をつなぐ
地域づくり

(1)「ささえあい・たすけあい」で繋がる地域福祉の推進
(2) 福祉委員を中心とした小地域福祉ネットワークづくりの推進
(3) 地区社会福祉協議会の健全育成及び連携強化
(4) 更なる賛助会費制度の普及と会員加入の促進

３．地域を支える環
境づくり

(1) 福祉に関する広報啓発活動の推進
(2) 信頼できる窓口体制の整備

４．安心して暮らせ
る体制づくり

(1) 利用者本位の福祉サービスや制度の充実強化
(2) 介護職員の資質を高め専門性を発揮したより充実した介護
サービスの提供

歳入 歳出

〔歳入※会費収入内訳〕
○社会福祉協議会賛助会費収入　 11,078 千円
○福祉移送サービス会員会費収入　　316千円

〔歳入※その他内訳〕
○自立支援費等収入　　　3,654 千円　　○会計単位間繰入金収入　　   898 千円
○借入金利息補助金収入　　 70 千円　　○負担金等収入　　　　　 11,189 千円

〔歳出※その他内訳〕
○資金貸付事業　　3,319 千円　　○保健センター事業　　2,318 千円
○企画広報事業　　2,266 千円　　○地域福祉活動基金　　　141千円

介護保険収入
233,667 千円
43.0%

受託金収入
99,767 千円　18.4%

経常経費
補助金収入
96,950 千円
17.8%

経理区分間繰入金収入
24,409 千円　4.5%

事業収入
22,040 千円　4.1%

寄付金収入
14,787 千円　2.7%

会費収入
11,394 千円　2.1%

共同募金配分金収入
5,812 千円　1.1%

前期末支払資金残高
18,672 千円　3.4% その他

15,811 千円　2.9%

介護保険事業
272,020 千円
50.1%

法人運営
100,734 千円
18.5%

在宅福祉
サービス事業
115,631 千円
21.3%

地域福祉
推進事業
31,621 千円
5.8%

共同募金配分金事業
5,762 千円　1.1%

福祉サービス利用援護事業
7,289 千円　1.3%

ボランティアセンター活動事業
2,208 千円　0.4%

その他
8,044 千円　1.5%

特別会計 公益事業 122,561 千円　収益事業 5,033 千円

一般会計
予 算 概 要

543,309 千円

シルバー人材センター　　 97,679 千円
総合福祉センター　　　　 24,882 千円

公益事業 122,561 千円
高齢者統合在宅支援事業　 　5,033 千円

収益事業　 5,033 千円
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平成25年度　賛助会費及び寄付金を財源とした事業について

ふれあいのまちづくり事業

老人福祉事業

地域福祉活動事業

ボランティアセンター活動事業他

賛助会費
1,549 千円

寄 付 金
2,234 千円

賛助会費
2,405 千円

寄 付 金
830 千円

賛助会費
4,862 千円

寄 付 金
8,259 千円

賛助会費
1,093 千円

寄 付 金
1,198 千円

ふれあい福祉講座、福祉委員連絡会、福祉委員
活動支援、小地域ネットワーク活動支援他

米寿肖像写真等贈呈、敬老事業、日常生活用具
貸出事業

ふれあい相談事業 障害児・母子・
児童福祉事業

災害福祉事業 企画広報事業

賛助会費　194 千円
賛助会費　150 千円

賛助会費　825 千円 寄 付 金　2,266 千円

身体障害者相談、高齢者サービス・
心配ごと相談、福祉総合相談 障害者団体活動支援

災害見舞金支給事業、被災家屋等
復旧費助成事業

広報紙の発行、ホームページの更
新

ふれあいサロン活動事業、ちょこっとお助けサー
ビス事業、地区社協・福祉団体等活動支援

学童生徒のボランティア活動普及事業、ボランティ
ア活動保険料助成事業、夏のボランティア体験事業、
ボランティア団体等助成事業他

ふれあい福祉講座
ふれあいサロン活動

夏のボランティア体験

敬　老　会
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新 理事・監事・評議員へ委嘱状を交付
　

３
月
25
日
開
催
の
理
事
会
、
評
議
員
会
に
お
い
て
、

３
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
が
満
了
と
な
り
ま
す
理
事
、

監
事
、
評
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
に
選
任
さ
れ
た
理
事
は
新
任
２
名
を
含
む
15

名
、
監
事
３
名
、
評
議
員
は
新
任
９
名
を
含
む
37
名
の

合
わ
せ
て
55
名
で
、
任
期
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
３

月
31
日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

　

ま
た
、『
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
団
体
』
と
し
て
、

活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
理
事
・
監
事
・
評
議
員
の
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
理
　
事
》

　

会　

長　

内
田　

親
秀
（
住
民
代
表
）

　

副
会
長　

難
波　

光
男
（
行
政
）

　

副
会
長　

吉
岡　

伸
子
（
学
識
経
験
者
）

　

理　

事　

田
中　

宏
和
（
住
民
代
表
）

　

理　

事　

手
塚　

幸
恵
（
住
民
代
表
）

　

理　

事　

古
林　
　
　

  （
住
民
代
表
）

　

理　

事　

西
平　

悦
子
（
住
民
代
表
）

　

理　

事　

中
西　

昭
博
（
住
民
代
表
）

　

理　

事　

田
中
猪
三
郎
（
住
民
代
表
）

　

理　

事　

森
野　

公
恵
（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

　

理　

事　

石
田　

清
壽
（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

　

理　

事　

山
本　

栄
三
（
学
識
経
験
者
）

　

理　

事　

中
山　

彰
芳
（
福
祉
団
体
）

　

理　

事　

平
木　

生
山
（
社
会
福
祉
施
設
）

　

理　

事　

渡
辺　

功
子
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
）

《
監
　
事
》

　

監　

事　

荒
田　

祐
吉
（
学
識
経
験
者
）

　

監　

事　

中
平　

博
文
（
学
識
経
験
者
）

　

監　

事　

渡
辺　

俊
雄
（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

《
評
議
員
》

（
住
民
代
表
）

　

樋
口　

昭
三　
　
　

笹
田　

敏
宏　
　
　

小
山　

倉
雄

　

難
波　
　

崇　
　
　

森
脇　

恭
子　
　
　

金
田　

数
正

　

花
田　

千
田　
　
　

西　
　

時
江　
　
　

本
倉　

孝
一

　

森
定　
　

寛　
　
　

藤
井　

功
雄　
　
　

堀　
　

博
志

　

難
波　

英
夫　
　
　

江
田　

睦
雄　
　
　

近
藤　

淑
子

　

平
松　

幹
男　
　
　

渡
辺　

太
紀　
　
　

岩
本　

哲
二

　

山
本　

智
雄　
　
　

西
江　

一
秀　
　
　

池
田　
　

康

　

丹
治　
　

勇　
　
　

中
山　

美
江　
　
　

大
塚　

和
弌

　

後
内　

久
雄　
　
　

森
繁
俊
太
郎　
　
　

三
宅　

智
子

　

藤
原　

幸
男

（
児
童
青
少
年
）　

　

金
澤　
　

茂

（
保
健
医
療
）

　

河
本　

良
二　
　

（
福
祉
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　

田
中
小
都
美　
　
　

佐
藤　

一
三　
　
　

中
迫　

貞
子

（
社
会
福
祉
施
設
）

　

畑　
　

圭
子　
　
　

安
原　

幸
子　
　
　

中
家　

金
子

　

日
向　
　

豊

　

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
長
再

任
に
あ
た
り
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
梁

市
で
暮
ら
す
す
べ
て
の
人
が
、
さ
さ
え

あ
い
・
た
す
け
あ
っ
て
住
み
慣
れ
た
地

域
で
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
生
活
が
で

き
る
社
会
を
目
指
し
、『
み
ん
な
で
つ
く

る 

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
愛
の
ま
ち 

た

か
は
し
』
を
基
本
理
念
と
し
、
福
祉
委

員
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委

員
児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

と
の
連
携
を
強
化
し
て
、
各
事
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
、

引
き
続
き
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
、
地

域
福
祉
推
進
事
業
や
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
等
の
一
層
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
市
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
再
任

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
　

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

内
田　

親
秀

再
任
の
挨
拶

委嘱状交付式の様子
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　地域おこし協力隊に、地域おこしについて講義
をしていただきました。人と人との繋がりが薄れ
ている昨今、地域住民の一層の団結力と見守りが
行き届くサロン活動を心がけました。

　上布賀地区の有志が中心となり、外出機会の少
ない高齢者等が集まるふれあいの場を提供し、孤
立の予防や生きがいづくりに繋げました。

　

地
域
に
根
付
き
、
声
か

け
も
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入

れ
ら
れ
、
お
互
い
の
ふ
れ

あ
い
が
楽
し
み
に
な
り
ま

し
た
。
一
人
一
人
の
目
配

り
や
心
遣
い
が
常
に
気
持

ち
の
中
に
あ
り
、
助
け
合

い
、
見
守
る
と
い
う
意
識

向
上
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢

者
世
帯
が
増
え
、
閉
じ
こ

も
り
が
ち
に
な
る
の
を
防

ぐ
た
め
、
皆
で
ふ
れ
あ
い
、

交
流
し
ま
し
た
。

　地域に伝わる伝承活動や季節行事をはじめ、友
愛訪問活動による安否確認や話し相手になるな
ど、地域が抱える問題解決に繋げる活動に取組み
ました。

　高梁市共同募金委員会では、ひとり暮らしや虚弱なため家に閉じこもりがちで社会的孤
立・不安を抱える人たちに対し“ふれあい・たすけあい・ささえあい”を通じて、地域か
らの孤立防止、地域とのつながりを守っていく活動に積極的に取り組まれた団体へ活動支
援をしています。

赤い羽根まちづくり福祉活動事業報告

川上町　いきいきサロン上大竹

備中町　憩いのサロン

川
上
町
　
な
か
よ
し
会

中
井
町

大
草
地
区
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ

宇治町　塩田ふれあい会

ご近所
ネットワーク

活動
サロン

活動の充実
声かけ・

見守り活動
福祉マップ

づくり

　地域住民と共に、喜びを知り、支え合い、助け
合い、声をかけ合い生きていく願いを込めて活動
しています。「この地域に住んでよかった」との
声を聞くようになりました。

成羽町　天満町親和会
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５月献立（例）

【利用対象者】
概ね 65 歳以上の方で、調理等が困難で、次の
いずれかの条件を満たす方
　・一人暮らしの方
　・高齢者のみの世帯の方
　・身体障害者

【配食日】　週 1 回～ 4 回　（地域により異なります。）
※地域のボランティアさんの協力により自宅へお弁当をお届けしています。
※祝日、盆（８月 14 日～ 16 日）、年末年始（12 月 29 日～１月３日）はお休みします。

【利用者負担金】　1 食 300 円

このように、ご自宅まで
お届けします。

献立は、高齢者の食事に必要なたん白質、脂
質、カルシウム、鉄、ビタミン等栄養素をバ
ランス良く取入れ、季節に合わせた献立と
なっております。

食の自立支援事業

 給食サービス事業

お　問　い　合　せ　先
地域福祉課　☎２２－７２４３　　 有漢支所　☎５７－３２１８
成羽支所　☎４２－２００５　　 川上支所　☎４８－９７７０
備中支所　☎４５－３１３１

ひじき寿司
鰆の煮付け
かぼちゃのサラダ
柏もち
いちご
煮豆

筍ごはん
みたらしごぼうバーグ
切り干し大根の中華風サラダ
しらたきの炒り煮
オレンジ
煮豆

　市社協では、調理等が困難な高齢者に対し、ボランティアによる配食と安否確認を実施してい
ます。給食サービスを希望される方は、担当民生委員又は市社協地域福祉課及び各支所までお問
い合わせください。
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福祉施設の作品コーナー
小物入れ

ちぎり絵（金太郎）

鯉のぼり

☆作り方☆
①春キャベツはきれいに洗い、くし型に４等分に切る。
②新玉ネギは皮をむき半分に切る。切り口を下にして１cm の

厚さの半月切りにする。
③大きめのフライパンを温め、サラダオイルを入れ①と②の切

り口を下にして並べ、塩・コショウをふる。中火で１分程度
焼き、らっきょう酢をふりかけ、フライパンに蓋をして、小
火で５分程度蒸し焼きにする。焦げないように注意する。

④皿に盛りつけゴマドレッシングをかけパセリのみじん切りを
のせ出来上がり。

★ ★  介 護 職 員 の お す す め レ シ ピ  ★ ★

春キャベツと新玉ネギの甘酢蒸し
☆材料　２人分☆
春キャベツ（小玉）…1/2 個
新玉ネギ…１個
ゴマドレッシング…適量
サラダオイル…大さじ２

塩、コショウ…適量
らっきょう酢…大さじ２
パセリのみじん切り…少々

♪キャベツは食べやすい大きさに切ってくだ
さい。

ポイント

巨瀬デイサービスセンター

備中デイサービスセンター

川上いきいき交流館

厚紙を切り、バイアスのリボンを巻き上げ、小物入れに仕
上げました。

利用者さんに出来ることを分担し、むかしばなしの物語を
ちぎり絵で表現しています。

　利用者の方が楽しみながら出来るものをと、職員がアイデアを出し合い、
毎月テーマを決めて一緒に作成しています。皆さんとてもいい笑顔でしょう♪
　デイサービスのご利用を希望される方は気軽にお問合わせください。

お問合わせ先
　○巨瀬デイサービスセンター（地域福祉課）☎２２－７２４３
　○川上いきいき交流館
　○川上デイサービスセンター（川上支所）	 　☎４８－９７７０

　○備中デイサービスセンター（備中支所）	 　☎４５－３１３１

立体的な鯉のぼりが出来ました。

みんなで作品を作っています♪
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平成２5年度

ふれあい
相談と援助

☆各支所で定例の相談日はありませんが、随時相談に応じます。
※プライバシーは完全に守ります。お気軽にどうぞ。

種　　　別 福祉総合相談 身体障害者相談

担当相談員 常任相談員 身体障害者相談員

場　　　所 高梁総合福祉センター 高梁総合福祉センター

時　　　間 10:00～ 15:00 10:00～ 15:00

月／日
　6月20日（木） 　6月6日（木）

　7月18日（木） 　7月4日（木）

News
お

せ
ら知

2013
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業

参
加
者
募
集
に
つ
い
て

　

夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
を
７

月
か
ら
８
月
の
期
間
で
実
施
し
ま
す
。

▽
対
象
者

　

市
内
へ
在
住
又
は
市
内
に
通
学
し
て

い
る
中
学
生
・
高
校
生
・
大
学
生

▽
内　
容

　

市
内
の
施
設
及
び
地
域
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
体
験
活
動

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業
の
利
用
に
つ
い
て

　

寝
具
等
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
方
を

対
象
に
寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業
を
平

成
25
年
７
月
と
11
月
の
２
回
実
施
し
ま

す
。な
お
、第
１
回
目
の
申
込
締
切
は
６

月
14
日（
金
）ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▽
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
し
居
住
し
て
い
る

方
で
次
の
条
件
を
満
た
す
方

　
①
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

　

②
高
齢
者
の
み
の
世
帯
又
は
こ
れ
に

準
ず
る
世
帯
の
高
齢
者

　

③
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
又
は

精
神
障
害
者
で
あ
っ
て
、
老
衰
、
心

身
の
障
害
又
は
傷
病
等
に
よ
り
、
寝

具
類
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
方

▽
対
象
品
目

　
掛
布
団
、敷
布
団
、肌
布
団
、毛
布
（
シ

ン
グ
ル
）
の
１
セ
ッ
ト

平
成
24
年
度

　
賛
助
会
費
へ
の

　
　
　
　
ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

　

平
成
24
年
度
賛
助
会
費
に
、
市
内
外

の
多
く
の
方
か
ら
ご
理
解
と
ご
賛
同
を

賜
り
、
８
１
８
万
２
千
円
の
賛
助
会
費

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
貴
重

な
浄
財
は
、
敬
老
事
業
や
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
事
業
な
ど
へ
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

市
社
協
で
は
、
皆
さ
ま
と
共
に
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「
さ
さ
え
あ
い
・
た
す
け
あ
い
」
の
ま
ち

づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
本
年
度
も
賛
助
会
費
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
詳
細
に
つ
い
て
は
７
月
15
日
発
行
の
ふ

れ
あ
い
福
祉
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
）

平成24年度　社協賛助会費にご協力いただいた法人会員
3月1日から3月31日までの受付分を掲載しております。ご協力ありがとうございました。（敬称略）

■ 法人会員　（高梁地区）
　　 有限会社 三宅工務店
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米
寿
祝
い
品
贈
呈
事
業
に
つ
い
て

　
米
寿
を
迎
え
ら
れ
る
皆
様
の
長
寿
を
お
祝
い
し
記

念
品
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

▽
贈
呈
の
対
象
者

　

高
梁
市
内
に
在
住
し
、
大
正
14
年
４
月
１
日
か

ら
大
正
15
年
３
月
31
日
の
間
に
お
生
ま
れ
の
方

で
、
高
梁
市
に
住
所
を
有
す
る
方

▽
贈
呈
品

　
米
寿
記
念
の
肖
像
写
真

※
市
社
協
か
ら
対
象
者
へ
希
望
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
撮
影
、
贈
呈
等
は
無
料
で
、
撮
影
日
時

な
ど
は
、
川
口
写
真
館
（
下
町
109
）
か
ら
直
接
申

込
者
の
方
へ
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
贈
呈
は
９
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

台
紙
・
フ
レ
ー
ム
・
額
縁
の
中
か
ら
一
つ
選
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
。

 　

 　
ふ
れ
あ
い
相
談
へ
の
予
約
や
お
知
ら
せ
に

　
　
　つ
い
て
の
問
合
せ
先

 　

 　
地
域
福
祉
課　
　
☎
２
２
─
７
２
４
３

 　

 　
有
漢
支
所　
　
　
☎
５
７
─
３
２
１
８

 　

 　
成
羽
支
所　
　
　
☎
４
２
─
２
０
０
５

 　

 　
川
上
支
所　
　
　
☎
４
８
─
９
７
７
０

 　

 　
備
中
支
所　
　
　
☎
４
５
─
３
１
３
１

額縁
フレーム

（スタンド付）

台紙

News
お

せ
ら知

高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
中

　

高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
皆

さ
ん
の
今
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ
た
豊
か
な
知
識
、
経
験
、

技
術
を
発
揮
す
る
場
の
提
供
を
し
て
い
ま
す
。
随
時
会
員

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▽
会
員
の
条
件

　
①
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、
健
康
で
働
く
意
欲
が

　
　
あ
る
方

　
②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
主
旨
に
賛
同
し
、

　
　
入
会
説
明
を
受
け
「
就
業
承
諾
書
・
入
会
申
込
書
」　

　
を
提
出
さ
れ
た
方

　
③
市
社
協
会
長
か
ら
入
会
を
承
認
さ
れ
た
方

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
の
寄
贈
に
つ
い
て
3/19

　

高
梁
市
立
高
梁

小
学
校
児
童
会
様

か
ら
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
用
具（
エ

ア
ー
ボ
ー
ル
ゲ
ー

ム
セ
ッ
ト
）の
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
用
具

は
、
同
校
が
年
間
を

通
じ
て
ア
ル
ミ
缶

の
回
収
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
そ
の

収
益
金
で
、
購
入

さ
れ
た
も
の
で
す
。

ふ
れ
あ
い
福
祉
講
座
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
度
ふ
れ
あ
い
福
祉
講
座
を
次
の
日
程
で
開

催
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
「
ふ
れ
あ
い
福
祉
講
座
」
は
、
少
子
高
齢
化
に

よ
り
一
人
暮
ら
し
、
高
齢
者
世
帯
が
増
加
傾
向
に
あ
る

中
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
が
地
域
で
安
心
し
て
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
住
民
が
福
祉
に
対
す
る

理
解
を
深
め
『
さ
さ
え
あ
い
が
日
常
的
に
行
わ
れ
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
』
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
　
○
日
　
時

　
　
　
平
成
25
年
７
月
19
日
（
金
）

　
　
　
午
後
０
時
30
分
か
ら
４
時
30
分
ま
で

　
　
○
場
　
所

　
　
　
高
梁
総
合
文
化
会
館

　
　
○
対
　
象

　
　
　
福
祉
委
員
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン

　
　
　
テ
ィ
ア
団
体
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
関
係
者
等

　
　
○
内
　
容

　
　
　
サ
ロ
ン
実
践
発
表

　
　
　
　
上
大
竹
サ
ロ
ン　
宮
﨑
正
弘 

氏

　
　
　
講
演

　
　
　
　
社
会
福
祉
法
人
土
佐
町
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　
　
　
事
務
局
長　
山
首
尚
子 

氏　

　
　
　
記
念
講
演　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
講
師　

　
　
　
　
レ
ツ
ゴ
ー
正
児

　
　
　
　
　
（
レ
ツ
ゴ
ー
三
匹
）
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平
成
25
年
４
月
１
日
付

【
異
動
】

▼
事
務
局
参
与
＝
藤
本
和
義
（
高
梁
市
成

羽
地
域
局
長
）

▼
事
務
局
参
事
＝
川
上
康
之
（
高
梁
市
市

民
生
活
部
福
祉
課
課
長
補
佐
）

▼
総
務
課
総
務
係
主
任
＝
村
上
小
代
子

（
総
務
課
主
事
）

▼
地
域
福
祉
課
企
画
係
主
任
＝
横
林
史
典

（
地
域
福
祉
課
主
事
）

▼
地
域
福
祉
課
主
事
＝
大
塚
章
子
（
成
羽

支
所
主
事
）

▼
地
域
福
祉
課
主
事
＝
清
水
友
香
（
備
中

支
所
主
事
）

▼
介
護
保
険
課
主
幹
兼
地
域
福
祉
課
主
幹

兼
訪
問
入
浴
事
業
所
た
か
は
し
主
幹
兼

巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
主
幹
＝
岡
崎
宏
子
（
訪
問
入
浴
事
業
所

た
か
は
し
管
理
者
兼
巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
看
護
師
）

▼
介
護
保
険
課
訪
問
介
護
事
業
所
主
幹
＝

池
田
文
子
（
介
護
保
険
課
訪
問
介
護
事

業
所
主
任
）

▼
介
護
保
険
課
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
た

か
は
し
管
理
者
＝
難
波
栄
（
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑
管
理
者
）

▼
介
護
保
険
課
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
た

か
は
し
主
任
＝
建
部
延
子
（
介
護
保
険

課
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
た
か
は
し
介

護
支
援
専
門
員
）

▼
介
護
保
険
課
訪
問
介
護
事
業
所
介
護
員

＝
川
上
由
紀
（
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
介
護
員
）

▼
介
護
保
険
課
訪
問
入
浴
事
業
所
た
か
は

し
管
理
者
兼
訪
問
介
護
事
業
所
主
任
兼

巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
看
護
師

兼
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑
看
護

師
＝
樽
角
益
子
（
介
護
保
険
課
訪
問
入

浴
事
業
所
た
か
は
し
主
任
兼
訪
問
介
護

事
業
所
主
任
兼
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ

ゆ
り
苑
看
護
師
）

▼
有
漢
支
所
長
兼
介
護
保
険
課
課
長
補
佐

＝
藤
原
俊
孝
（
有
漢
支
所
長
）

▼
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑
管
理
者

＝
渡
邉
勤
子
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ

ゆ
り
苑
）

▼
川
上
支
所
長
＝
堀
か
お
る
（
川
上
支
所

係
長
待
遇
）

▼
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
管
理
者

＝
三
村
里
美
（
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
看
護
師
）

▼
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
兼

い
き
い
き
交
流
館
主
任
＝
久
保
智
子

（
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
）

▼
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
看
護
師

兼
介
護
員
＝
上
田
孝
子
（
地
域
福
祉
課

看
護
師
兼
訪
問
入
浴
事
業
所
た
か
は
し

看
護
師
兼
巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
看
護
師
）

▼
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
び
っ
ち
ゅ
う
主

任
＝
古
米
洋
子
（
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
び
っ
ち
ゅ
う
介
護
支
援
専
門
員
）

▼
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
管
理
者

＝
堀
井
恵
美
子
（
介
護
保
険
課
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
た
か
は
し
管
理
者
）

▼
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
＝

深
田
純
子
（
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
管
理
者
）

【
新
規
採
用
】

▼
事
務
局
次
長
兼
総
務
課
長
＝
野
口
悦
司

平
成
25
年
３
月
31
日
付

【
退
職
】

▼
谷
口
豊
子
（
介
護
保
険
課
課
長
補
佐
兼

訪
問
介
護
事
業
所
管
理
者
）

▼
木
城
み
ち
よ
（
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
管
理
者
）

【
高
梁
市
へ
復
帰
】

▼
野
口
悦
司
（
事
務
局
参
与
）

▼
宮
本
健
二
（
事
務
局
参
事
）

▼
西
大
介
（
事
務
局
次
長
兼
総
務
課
長
兼

川
上
支
所
長
）

人事異動がありましたのでお知らせします。（　　）内は旧任

人事異動のお知らせ
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社会福祉協議会へのご寄付
ありがとうございました。

　社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成 25 年 3 月と 4 月にいただいたご寄付についてお知らせします。
心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
　なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

25 年 3 月〜 4 月

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》	

金
一
封	

津
川
町	

岡
下
　
典
子

（
故
・
元
昭
様
）

金
一
封	

津
川
町	

原
田
美
恵
子

	

（
故
・
光
子
様
）

金
一
封	

鉄
砲
町	

陶
山
　
利
幸

�

（
故
・
重
子
様
）

金
一
封	

松
原
町	

入
沢
　
公
夫

	

（
故
・
冨
美
子
様
）

金
一
封	

川
面
町	

福
本
　
洋
之

	

（
故
・
規
佐
子
様
）

金
一
封	

中
間
町	

塩
見
　
　
貢

	

（
故
・
進
様
）

金
一
封	

高
倉
町	

植
田
　
拓
治

	

（
故
・
喜
久
子
様
）

金
一
封	
落
合
町	

松
尾
　
哲
史

	
（
故
・
園
枝
様
）

金
一
封	

高
倉
町	
小
梶
　
玉
枝

	
（
故
・
德
様
）

金
一
封	

川
面
町	
森
脇
　
吉
行

	

（
故
・
都
様
）

金
一
封	

川
面
町	

藤
井
　
章
男

	

（
故
・
安
治
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

藤
森
　
　
完

	

（
故
・
増
二
様
）

金
一
封	

下　

町	

森
本
　
文
男

	

（
故
・
次
男
様
）

金
一
封	

新　

町	

若
藤
　
　
明

	

（
故
・
恒
男
様
）

金
一
封	

落
合
町	

西
　
　
育
二

	

（
故
・
學
様
）

金
一
封	

中
井
町	

野
村
　
節
男

	

（
故
・
明
二
様
）

金
一
封	

高
倉
町	

藤
井
　
正
一

	

（
故
・
光
枝
様
）

金
一
封	

高
倉
町	

松
平
貴
美
子

	

（
故
・
千
鶴
雄
様
）

金
一
封	

川
面
町	

脇
屋
　
　
登

	

（
故
・
友
江
様
）

金
一
封	

南　

町	

亀
山
　
泰
己

	

（
故
・
正
直
様
）

金
一
封	

玉
川
町	

西
　
　
良
子

	

（
故
・
知
亨
様
）

金
一
封	

落
合
町	

古
谷
　
昌
弘

	

（
故
・
文
治
様
）

二
万
円	

巨
瀬
町	

森
本
　
　
昇

	

（
故
・
照
様
）

金
一
封	

松
原
町	

平
野
　
邦
子

	

（
故
・
純
彦
様
）

金
一
封	

旭　

町	

小
野
　
雅
俊

	

（
故
・
拡
子
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封	

津
川
町	

岡
下
　
典
子

�

（
故
・
元
昭
様
）

金
一
封	

津
川
町	

原
田
美
恵
子

�

（
故
・
光
子
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封	

川
面
町	

福
本
　
洋
之

�

（
故
・
規
佐
子
様
）

金
一
封	

川
面
町	

森
脇
　
吉
行

�

（
故
・
都
様
）

金
一
封	
川
面
町	

藤
井
　
章
男

�

（
故
・
安
治
様
）

金
一
封	

川
面
町	

脇
屋
　
　
登

�
（
故
・
友
江
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封	

巨
瀬
町	

上
森
　
　
寛

	

（
故
・
宗
純
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

藤
森
　
　
完

	

（
故
・
増
二
様
）

二
万
円	

巨
瀬
町	

森
本
　
　
昇

	

（
故
・
照
様
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封	

中
井
町	

中
村
　
英
次

		
（

故
・
浪
子
様
）

金
一
封	

中
井
町	

古
米
　
清
次

	

（
故
・
宇
三
郎
様
）

金
一
封	

中
井
町	

野
村
　
節
男

	

（
故
・
明
二
様
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封	

宇
治
町	

本
倉
　
繁
有

	

（
故
・
玉
一
様
）

金
一
封	

宇
治
町	

青
梨
千
鶴
枝

	

（
故
・
勝
之
様
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封	

松
原
町	

岡
村
よ
し
み

		
（

故
・
定
子
様
）

金
一
封	

松
原
町	

入
沢
　
公
夫

（
故
・
冨
美
子
様
）

金
一
封	

松
原
町	

雨
森
や
す
江

（
故
・
進
午
様
）

金
一
封	

松
原
町	

信
平
　
文
子

（
故
・
位
様
）

金
一
封	

松
原
町	

平
野
　
邦
子

	

（
故
・
純
彦
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封	

落
合
町	

西
　
　
育
二

		


（
故
・
學
様
）

金
一
封	

落
合
町	

古
谷
　
昌
弘

		
（

故
・
文
治
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

上
有
漢	

大
石
　
勝
己

　
　
（
故
・
八
千
代
様
）

金
一
封	

上
有
漢	

秋
庭
　
鎮
雄

	

（
故
・
靜
子
様
）

金
一
封	

岡
山
市	

片
山
　
　
男

	

（
故
・
貞
一
様
）

金
一
封	

有　

漢	

吉
田
　
幸
義

	

（
故
・
敏
夫
様
）

金
一
封	

有　

漢	

守
安
　
一
晃

	

（
故
・
幸
子
様
）

金
一
封	

上
有
漢	

島
田
　
　
一

	

（
故
・
邦
枝
様
）

金
一
封	

有　

漢	

田
口
　
寿
美

	

（
故
・
春
夫
様
）

金
一
封	

有　

漢	

藤
井
　
哲
彦

	

（
故
・
富
恵
様
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封	

成　

羽	

三
原
　
　
浄

	

（
故
・
ヲ
ト
ヨ
様
）

金
一
封	

成　

羽	

川
上
　
順
一

		
（

故
・
眞
一
様
）

金
一
封	

下
日
名	

杉
本
　
　
守

		
（

故
・
金
一
様
）

金
一
封	

成　

羽	

川
月
　
清
志

		
（

故
・
カ
ヨ
様
）

金
一
封	

佐
々
木	

吉
岡
　
伯
朗

		
（

故
・
荘
平
様
）

金
一
封	

吹　

屋	

加
藤
　
和
宏

	

（
故
・
美
由
喜
様
）

金
一
封	

下　

原	

石
原
　
昭
雄

		
（

故
・
キ
ヌ
様
）

金
一
封	

下　

原	

高
見
　
　
茂

	

（
故
・
佐
々
木
愛
子
様
）

金
一
封	

佐
々
木	

平
松
　
恵
司

		
（

故
・
剛
介
様
）

金
一
封	

下　

原	

大
野
　
貞
敏

		
（

故
・
定
子
様
）

金
一
封	

下　

原	

小
川
　
光
子

		


（
故
・
毅
様
）
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編 

集 

後 

記

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

三　

沢	

植
田
　
勝
己

		


（
故
・
浩
様
）

金
一
封	

高
山
市	

西
久
保
嘉
男

	

（
故
・
つ
る
代
様
）

金
一
封	
仁　

賀	

大
森
　
秀
子

		


（
故
・
昇
様
）

金
一
封	
地　

頭	

赤
松
登
喜
雄

	
（
故
・
三
重
子
様
）

金
一
封	

七　

地	
三
笘
　
訓
使

		
（

故
・
久
子
様
）

金
一
封	

三　

沢	

橋
本
　
忠
志

		
（

故
・
白
代
様
）

金
一
封	

七　

地	

那
須
　
照
男

		


（
故
・
毅
様
）

金
一
封	

地　

頭	

塚
下
　
弘
章

		
（

故
・
修
一
様
）

金
一
封	

臘　

数	

山
室
　
和
夫

	

（
故
・
タ
ケ
ノ
様
）

金
一
封	

地　

頭	

赤
木
　
公
成

		
（

故
・
潤
二
様
）

金
一
封	

地　

頭	

佐
藤
　
一
三

		
（

故
・
秀
美
様
）

金
一
封	

仁　

賀	

山
室
　
節
子

		


（
故
・
務
様
）

金
一
封	

七　

地	

川
上
　
善
彦

		
（

故
・
啓
次
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

布　

賀	

管
波
ケ
イ
子

	

（
故
・
敏
夫
様
）

金
一
封	

西　

山	

植
田
　
薫
允

		
（

故
・
理
章
様
）

金
一
封	

東
油
野	

萩
原
　
道
夫

		
（

故
・
美
代
様
）

金
一
封	

平　

川	

橋
本
　
正
勘

		


（
故
・
要
様
）

金
一
封	

平　

川	

石
井
　
　
操

	

（
故
・
彌
三
郎
様
）

金
一
封	

長　

屋	

佐
々
木
長
良

		
（

故
・
文
惠
様
）

【
一
般
寄
付
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封		



匿
　
　
　
名

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封	

川
面
町	

川
西
　
浩
二

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封		



匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て

第
346
回
、
第
347
回
目
）

金
一
封	

川
面
町	

谷
口
　
豊
子

（
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
退
職
に
あ
た
り
）

金
一
封	
中
井
町	

田
井
　
章
夫

	
（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封	

川
面
町	
川
西
　
浩
二

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封	

巨
瀬
町	

山
根
喜
代
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
中
井
地
区
》

二
万
四
千
円　

第
14
回
中
井
地
域

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　

会
　
長	

竹
田
　
計
市

	

（
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
参
加
者
等
か
ら

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
）

金
一
封	

中
井
町	

西
川
登
志
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封	

宇
治
町	

入
江
　
昭
吉

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

有　

漢	

坂
本
　
義
明

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

上
有
漢	

清
水
　
節
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

上
有
漢	

古
林
　
　
　

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有　

漢	

河
原
　
節
子	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有　

漢	

佐
倉
　
雪
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封	

成　

羽	

石
原
　
吟
一

	（
赤
木
五
郎
賞
受
賞
記
念
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

仁　

賀	

金
尾
　
淑
江

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

仁　

賀	

藤
原
　
俊
孝

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

埼
玉
県	

田
邊
　
喜
雄

	

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封	
臘　

数	

川
上
　
光
己

	
（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

東
油
野	
中
笹
美
津
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

布　

賀	

原
田
　
俊
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

　
五
月
晴
れ
の
す
が
す
が
し
い
毎
日
で
す
が
、
気
温
は
上
が

ら
ず
肌
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
市
社
協
で
は
身
近
な
地
域
の
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
の
輪
を
深
め
て
い
く
た
め
に
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
事
業

を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
の
実
施
団
体
が
100
団
体
を

突
破
し
ま
し
た
。
市
内
各
地
で
市
民
皆
様
の
ふ
れ
あ
い
の
場

が
増
え
て
い
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
、
こ
の
事
業
を
通
し

て
よ
り
一
層
地
域
の
絆
が
深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
推

進
の
た
め
、
職
員
一
同
、
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
Ｓ
）

　
暖
か
く
な
っ
た
な
と
思
っ
た
ら
、
冷
え
込
ん
だ
り
と
ま
だ

ま
だ
冬
服
が
い
る
な
と
感
じ
る
日
々
で
す
。

　
さ
て
、
今
回
の
広
報
紙
で
は
給
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
弁
当
は
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
が
良
く
、
ま
た
、
季
節
に
合
わ
せ
た
献
立
と
な
っ
て

い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
お
問
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
市
民
の
方
に
、
社
協
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

様
々
な
事
業
等
を
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
（
Ｋ
）
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